
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 
   

学 校 名       関市立安桜小学校  

実 施 期 間 平成２５年１１月３日(日) 

 
実 施 概 要 

 

① 授業公開 
② 親子クリーンアップ活動 
③ ３年生親子会 凧作り活動 
④ ４年生親子会 福祉体験活動 
⑤ 関商工吹奏楽部・バトントワリング部との交流活動 

 
 
 

実 施 内 容 
 
 

学習・取組の分野 
 □自然  □歴史  ☑文化  □産業 ☑その他（環境・福祉）  

公開の方法 
 ☑授業公開 □成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 
 □地域行事等参加 □その他 

 
来 校 者 数 

 
 

保 護 者 ４００ 人 
計      ４１０人 

地域関係者  １０ 人 

 
 
 
 
 
 
 
実 施 状 況 

 

①  授業公開  
各学級及び学年で、１時間目と２時間目を授業参観とし、各教

科や道徳、特別活動等の授業を公開した。  
②  親子クリーンアップ活動  

親子で歩いて登校し、地域を美しくする意識を高めるため、登
校時に通学路のゴミ拾いをした。 PTA本部役員が児童玄関前であ
いさつ運動を兼ねてゴミを分別回収した。 

③  ３年生親子会  凧作り  
親子でふれ合いながら凧を作り、その後、運動場で実際に凧あ

げをして親子で楽しんだ。  
④  ４年生親子会  福祉体験活動  

福祉団体の数名をお招きして親子でアイマスクをして歩行や
階段の昇降を行ったり、点字で文章を書いたりして、目の不自由
な方の日常生活を体験した。  

⑤ 関商工高吹奏楽部・バトントワリング部との交流活動  
本校の伝統である鼓笛と関わらせ、関商工の吹奏楽部・バトン

トワリング部の演奏・演技を全校児童で鑑賞したり、パートごと
で高校生から指導してもらったりした。  

 
 
 
 
 
 
成果及び課題 

 

・保護者や地域の方に子どもたちの学校での様子を参観していただ
いたり、廊下などでの子どもたちと交わす挨拶を通して、学校や
子どもの存在を身近に感じていただくことができた。  

・通学路の親子でのゴミ拾いでの「きれいにしようね。」「ゴミが
なくなると気持ちいいね。」などといった会話を通して、自分た
ちの住んでいる町を美しくしようという願いを共有することが
できた。  

・親子会では、親子同士で関わる場があり、同じ学年の保護者、同
じ安桜地区の住民としてのつながりを感じる中でふるさとをと
もにする者としての絆を深めることができた。  

・福祉体験では、目の不自由な方の立場を理解することができ、人
権を大切にしている地域の一員としての自覚を深めることがで
きた。  

・関商工高との交流を通して、よりレベルの高い演奏に憧れをもつ
とともに、学校の伝統でもある鼓笛に取り組んでいることに喜び
を感じ、継承してきたいという願いをもつことができた。  



 


